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Information

つくり方はこちらから

なす漬の素で一夜漬

今月の レシピRecipe

⚫参加希望の方は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。
⚫申込締切は、上越会場は7月17日（金）、ひすい会場は7月24日（金）です。
⚫詳細は、JAのホームページ「新着情報」よりご確認ください。
問農業経営サポート課　TEL 025-527-2035

農作業安全管理者・オペレーター研修会
開催のご案内

■内容（参加費無料）
　・農作業安全研修　・コンバインの安全点検とセルフメンテナンス
■対象者
　法人・生産組合の農作業安全管理者およびオペレーター、個人農家
■日時・場所

上 越 会 場 7月29日（水）
14：00〜16：15

上越支店2階大会議室
（上越市大字長面94-1）

ひすい会場 8月6日（木）
13：30〜15：30

ひすい営農センター2階大会議室
（糸魚川市大字大和川436）
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　地域農業の発展に貢献した農業者を表彰する「JA えちご上越農業賞」を2組が受賞しました。 
ここでは、受賞した2組の取り組みをご紹介します。

❶就農・設立年
❷経営形態 
❸取り組み内容

上越市頸城区矢住　
平野 育男さん
❶平成11年　
❷個人（水稲・園芸）
❸�家族経営で長男と次男がそ
れぞれ就農し、水稲作付を
70㌶へ拡大。水稲では、ス
マート農業の積極的導入で
省力化・効率化を図るほか、
ハウスアスパラガス等の園
芸との複合経営で収益性を
高めている。次世代への継承
を見据えたその営農姿勢は、
今後の地域農業の発展を牽
引する模範的なモデルとい
える。

個別経営の部（経営・技術に優れ、地域社会の支持と共感を得ている個別経営体）

上越市上五貫野　
直江津施設園芸部会
❶昭和48年　
❷部会（園芸）
❸�部会活動を通じた技術研鑽
で“直江津トマト”をブラン
ド化し、平成5年には販売額
1億円を突破。数々の表彰歴
を誇る県内有数の産地とし
て園芸を牽引し、現在は研
修受け入れによる若手の育
成と技術継承にも注力して
いる。今後も地域園芸のモ
デルとして、担い手確保と産
地のさらなる発展への貢献
が期待される。

集団組織の部（意欲的で創造力があり他を啓発するにふさわしい集団組織）

受賞者紹介JAえちご上越農業賞
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　5月27日に第25回通常総代会を上越文化会館で行いました。総代数492人のうち433人（代理人・書面出席を含む）が
出席。令和7年度剰余金処分や令和8年度事業計画など、全8議案が原案通り可決承認されました。

　組合員の皆さまには、JA事業への多大なるご理解とご支援に厚く御礼申し上げます。5月27日の第25回通常総代会
を経て新体制が発足いたしました。資材高騰や気候変動など農業を取り巻く環境は極めて厳しい状況ではありますが、
役職員一丸となり地域農業の基盤を断固として守り抜く所存です。
　今後は技術指導による品質安定化や地域ブランド米の強化、「えだまめ」等の生産拡大に取り組み、所得増大と担
い手の確保へ注力します。また、「上越地域米『未来へつなぐ食と農』連絡会」を通じたブランド戦略も推進してまい
ります。令和8年度は中期3カ年計画の折り返しとなる重要な年です。JAの強みを最大限に活かし、皆さまの営農と生
活を支えるべく事業運営を徹底いたします。今後とも、一層のご指導とご鞭撻を賜りますよう何卒よろしくお願い申
し上げます。

経営管理委員会 会長　羽深　真一

■ 第1号議案
　　�令和7年度事業報告および剰余金処分案の承認な
らびにリスク管理積立金規程、施設整備積立金規
程の変更について

■ 第2号議案
　　�令和8年度事業計画の設定について
■ 第3号議案
　　�上刈倉庫の取得について（事業費の変更）
■ 第4号議案
　　�経営管理委員、理事および監事の報酬決定について

■ 第5号議案
　　�令和8年度の賦課金、賦課方法、徴収時期および徴
収方法の決定について

■ 第6号議案
　　役員の選任について
■ 第7号議案
　　役員退職慰労金の支給について
■ 第8号議案
　　�宅地等供給事業実施規程の変更について

提　出　議　案
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監

　
　
　事

五味川　剛
常勤（代表）監事

小林　中
監事

内山　幸栄
監事

横尾　和雄
監事

理

　
　
　事

山岸　雅行
（代表理事）理事長

高橋　一彦
（代表理事）専務理事
（総務・リスク管理担当）

牧井　雅英
常務理事

（生活・葬祭担当）

清水　一
常務理事

（金融共済担当）

笠鳥　健一
常務理事
（営農担当）

小島　藤𠮷𠮷
営農委員

丸山　圭太
総務金融委員

中村　和彦
総務金融委員

猪又　寿夫
生活委員

植木　節子
生活委員

経
営
管
理
委
員

東條　明
総務金融委員

■総務部 部長兼経営企画担当部長　　　永井　孝典（総務部経営企画担当部長兼次長事務取扱）
■総務部 次長兼総務企画課長事務取扱　西内　清人（総務部総務企画課課長）

期中人事異動のお知らせ（5月27日付発令、28日着任）　役職／氏名（旧部署名・役職名）

　5月27日の通常総代会をもちまして、役員を任期満了にて退任いたしました。在任中は多大なるご厚情とご支
援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　今後もJAが地域農業の未来を切り拓き、さらなる発展を遂げることを確信しております。組合員の皆さまの
ご健勝を心よりお祈り申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきます。誠にありがとうございました。

前常務理事
下澤　一彦

前常務理事
永田　敬一郎

前常務理事
岩崎　健二

前常勤（代表）監事
伊倉　勝

常勤役員退任のごあいさつ

05

経
営
管
理
委
員

新 役 員 紹 介
　第25回通常総代会において、任期満了に伴う役員改選が行われ、経営管理委員30人、監事4人が選任されました。その
後の経営管理委員会、理事会、監事会において、経営管理委員会会長をはじめ理事や常勤監事が選任されました。ここ
では新しい役員を紹介します。

羽深　真一
経営管理委員会 会長

笹川　肇
営農委員

竹田　一久
生活委員

齊藤　嘉一
総務金融委員

笠原　行夫
総務金融委員

西山　学
営農委員

三山　正志郎
生活委員

峯村　弘
生活委員

板垣　隆広
生活委員

齊藤　とも子
総務金融委員

細谷　正夫
総務金融委員

齊京　貴子
総務金融委員

佐伯　万寿雄
営農委員

丸山　勝善
営農委員

坂本　俊正
生活委員

霜鳥　正紀
営農委員

小林　公司
営農委員

五十嵐　隆一
営農委員

横山　清美
生活委員

尾崎　祐三
総務金融委員

竹田　俊和
総務金融委員

松本　祐一
営農委員

横井　清一郎
営農委員

外立　正剛
生活委員
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上越市頸城区大谷内

おおた農場
ごぱん屋カフェCOME＆ CO. 代表

太
お お

田
た

　和
か ず

枝
え

さん

●経営メモ
　おおた農場：水稲、大豆
　ごぱん屋カフェCOME＆CO.：
　　米粉パン、焼き菓子などの販売

Q
「
ご
ぱ
ん
屋
カ
フ
ェ
C
O
M
E
＆
C
O
．」

の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
平
成
29
年
に
頸
城
区
で
オ
ー
プ
ン
し
、

米
粉
パ
ン
や
焼
き
菓
子
、ケ
ー
キ
、ピ
ザ
な

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。今
年
4
月
か
ら

は
、あ
る
る
ん
畑
で
も
焼
き
た
て
の
米
粉

パ
ン
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　
米
粉
は
、家
族
で
経
営
す
る「
お
お
た
農

場
」で
生
産
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
1
0
0
％

使
用
。も
っ
ち
り
し
っ
と
り
と
し
て
、コ
シ

ヒ
カ
リ
の
甘
み
が
感
じ
ら
れ
る
生
地
が
お

い
し
い
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　Q
米
粉
パ
ン
の
品
揃
え
は
約
30
種
類
と

の
こ
と
で
す
が
、お
す
す
め
は
？

A
あ
る
る
ん
畑
で
の
販
売
開
始
に
合
わ

せ
て
開
発
し
た「
上
越
ブ
レ
ン
ド
食
パ
ン
」

で
す
。上
越
市
の「（
有
）久
保
田
農
場
」が

生
産
す
る
小
麦「
夏な

つ

黄こ

金が
ね

」と
、米
粉
と
の

コ
ラ
ボ
パ
ン
で
、毎
日
の
食
事
に
取
り
入

れ
や
す
い
食
パ
ン
に
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
、地
場
野
菜
を
使
っ
た
季
節
の

ピ
ザ
パ
ン
や
、三
角
形
の
生
地
に
ツ
ナ
や

野
沢
菜
等
の
具
材
を
入
れ
た「
お
に
ぎ
り

ぱ
ん
」な
ど
が
あ
る
の
で
、お
気
に
入
り
の

パ
ン
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　Q
今
後
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
米
農
家
の
一
人
と
し
て
、手
間
ひ
ま
を

か
け
て
つ
く
る
米
の
お
い
し
さ
を
米
粉
パ

ン
と
い
う
形
で
、よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
、

米
の
消
費
拡
大
に
繋
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。ま
た
、「
こ
ん
な
米
粉
パ
ン
を
食
べ

て
み
た
い
」と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
け

た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。米
粉
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
お

い
し
い
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

ピザパンは季節の野菜が彩り良くトッピ
ングされています。

あるるん畑の開店前に、焼きあがった
米粉パンを並べる太田さん。

おいしい食と笑顔を届けるため、頸城区で米生産に取り組む「おおた農場」の皆さん。
（右から2人目が太田和枝さん）

私らしい私らしい
農の農の
カタチ。カタチ。

Farming in 

my own way.

米粉の利用促進を目的に開催された料理教室への参加を機に、米粉の普及活動に尽力してきた 
太田和枝さん。その魅力をさらに多くの人へ伝えようと、自社農場「おおた農場」の米を使って、 
米粉パン等を製造・販売する6次産業化に取り組んでいます。

紹介動画は
こちらから

おおた農場の
HPはこちら

コシヒカリ100％の
米粉パンで米の消費拡大へ
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作業省力化などスマート農業の効果実感
農業機械課が無人ロボ田植機の実演会
　農業機械課と全農にいがた、クボタアグリサービスは
5月25日、上越市川端地区の圃場で無人ロボ田植機の実
演会を行いました。農家や関係者など約40人が集まり、
衛星利用測位システム（GPS）を利用した自動運転田植
機の性能を確認。スマート農業導入による省力化やコス
ト低減効果を実感しました。
　今後は同じ圃場で、栽培管理支援システム「ザルビオ・
フィールドマネージャ」を利用した生育調査や穂肥時期
の予測などを行う計画です。

乾燥ヨモギの生産拡大に向けて一丸
新たに板倉区の光ケ原高原で試験栽培を開始
　JAでは、おきゅうや健康食品の原料として需要が高い
「乾燥ヨモギ」の出荷拡大を進めています。令和5年から
は、生産拡大を後押ししようと、茎から葉を除く調製と
乾燥の作業を就労継続支援事業所に委託しています。
　令和8年度は、新たに上越市板倉区の（株）L

ライトフィールド
ightField

が光ケ原高原で試験栽培を開始。令和9年度からの収穫
を目指しています。

体制新たに　活気ある青年部活動を
JA青年部本部　第13回通常総会
　JA青年部本部は6月12日、上越市内で第13回通常総会
を行い、32人が出席しました。令和7年度事業報告や令和
8年度事業計画、役員改選など4議案を協議。全ての議案
が可決承認されました。
　役員改選では、本部部長に上越ブロックの荒井秀典さ
んが就任。荒井さんは、「さまざまな課題があるが、地域
の方々とJA、関係機関、盟友と協力し合い、上越から意見
を発信していきたい」と話しました。

市場とのつながり強化で園芸振興に弾みを
第1回園芸産地拡大会議
　えだまめや越の丸茄子、ピーマンの本格的な出荷を前に、ブ
ランド力と販売力の強化を図るため、生産者や青果市場の担当
者、JA、関係機関が一堂に集まり意見を交わす「園芸産地拡大会
議」を、6月9日に上越市内で行いました。
　会議に先駆けて、えだまめと越の丸茄子の圃場を見学。今年
の作付けや生育などについて、生産者から直接話を聞きました。
　会議では、JAの担当者が各品目の販売計画などを説明。市場
担当者から消費地での評価や要望を聞き、今年度の出荷に活か
そうと意識を統一しました。

自動運転を行う無人ロボ田植機を見学。

6月11日に光ケ原高原で行った播種作業。ヨモギの茎と根をすき込みました。

総会に出席した盟友の皆さん。

越の丸茄子の圃場で生育状況を確認する市場担当者など。
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定期貯金　夏の貯めトクキャンペーン実施中！
問各支店・出張所または金融課　TEL 025-527-2020

金融
共済部

■期　　間　令和8年8月31日（月）まで
■商品の種類　スーパー定期貯金（単利型）
■対 象 者　個人の方
■預入期間　1年/自動継続（元金継続または元利金継続）
■預入方法　 原則、通帳式（定期貯金通帳または総合口

座通帳）でのお預け入れに限ります。
■預入金額　 50万円以上1,000万円以内
　　　　　　（新規お預け入れに限る）
■募集金額　 20億円（取扱期間内でも募集金額に達した

場合、販売終了）
■クーポン券の利用期限　令和8年9月30日（水）まで
■クーポン券の利用可能店舗
　あるるん畑　ひすい食彩館　浦川原物産館
　妙高山麓直売センターとまと　Aコープ安塚店　牧店舗

令和9年春採用　職員募集（高卒）のお知らせ
問人事教育課（採用担当）　TEL 025-527-2001

総務部

■業務内容および採用人数

業務内容 採用人数

事務・営業・施設業務（営農事業施設、金融店舗など） 8名程度

農業機械整備または自動車整備業務 2名程度

2026夏　特選ギフトのご案内
問店舗生活課　TEL 025-530-7556

生活部

毎年、好評をいただいている特選ギフトです。季節商品
の新潟十全なす漬・枝豆セットのほか、通年商品やメー
カー直送品を取り揃えています。
この機会にぜひ、ふるさとの味をお届けしませんか。

カタログは、店舗生活課、各
支店等にご用意しています
ので、ぜひご利用ください。

申し込み期間
 7月1日（水）〜8月7日（金）
 商品の発送最終日は8月21日（金）

農業用廃プラスチック等回収のお知らせ
問各資材店舗・グリーンセンター

営農部

農業用廃プラスチック等を、下記の日程で回収します。
■回収日時と回収場所  回収時間　9：00〜16：00

回収日 回収場所 電話番号

8月8日（土）

三和資材店舗上越市三和区野832 025-532-2315

頸北資材店舗上越市頸城区百間町1029 025-530-3120

頸南資材店舗妙高市高柳1-16-8 0255-72-6503

  〈次回は10月末〜11月を予定しています〉

■回収品目と回収料金  育苗箱1枚・ほか1㎏当たり

品　目 農ポリ類 農ビ類 空容器 育苗箱 廃棄農薬 廃棄肥料 米紙袋

税込価格 49円 82円 269円 19円 236円 236円 37円

※農薬…水銀剤・PCB・PCP・BHCなどについては別料金となります。
　 表示ラベル等がなく、成分を判別できない農薬は、処分をお受けできませんのでご了承ください。

■回収時に委任状の提出が必要です
　 各営農センター・資材店舗・グリーンセンター、各
支店に備え付けの用紙に必要事項を記入し、回
収日当日にご持参ください。用紙はJAえちご上
越ホームページからも印刷できます。

期間中に定期貯金をお預け入れすると

貯金金額
50万円
ごとに

1,000円
クーポン券プレゼント！

対象のJA直売所等で使える

■応 募 資 格　令和9年3月　高等学校卒業見込者
■応募書類等　全国高等学校統一応募書類
　　　　　　　（学校を通じてご応募ください）
■採用試験
　日　　時：9月16日（水）9：00〜15：00（予定）
　会　　場：JAえちご上越本店（上越市藤巻5番30号）
　内　　容： 〈午前〉能力試験・適性検査 〈午後〉面接試験
　詳しくはJAえちご上越ホームページをご覧ください。
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JAからのお知らせ
information

葬儀・法要相談会のご案内
問セレモニーサービス課　TEL 025-527-2077

葬祭部

ご葬儀や法要の悩みや不安はありませんか？事前のご
相談に、JAの担当者が丁寧に対応いたします。
■会場・日時・連絡先
虹のホールいなだ

（上越市稲田4-5-15）
8月9日（日）
9：00〜14：00

TEL 
0120-971-959

セレモニーホールフローリア
（糸魚川市南押上1-14-8）

8月15日（土）
9：00〜14：00

TEL 
0120-972-060

※電話にて事前のご予約をお願いします。

購買取引明細書の郵送対応について
問組織広報課　TEL 025-527-2001

総務部

個人情報保護の取り組みをより強化するため、7月より
購買取引明細書はJA管内の全地域に郵送にてお届けす
ることといたしました。毎月上旬に郵送いたしますので、
ご了承くださいますようお願い申し上げます。

地域農業セミナーのご案内
問組織広報課　TEL 025-527-2001

総務部

管内の農家組合長をはじめ組合員の皆さまより、 
「食・農・協同組合」への理解を深めていただけるよう 
セミナーを行います。どなたでも聴講できますので、ぜ
ひご参加ください。
■日時　8月1日（土）9：30〜11：40
■会場　リージョンプラザ上越　コンサートホール
　　　　（上越市下門前446-2）
■内容　・JAえちご上越の取り組みについて
　　　　・講演　
　　　　 テーマ 「喜びと感動のある農業　地産地消で

町を元気に活性化！」（仮）
　　　　 講師　農業ジャーナリスト・フリーアナウンサー　
　　　　 　　　小谷　あゆみ　氏

組合員からの情報提供窓口設置について監査部

当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農業
協同組合法第35条の5および農業協同組合法施行規則
第81条、ならびに監事会規則第15条にもとづき、経営管
理委員および理事の職務の適正な遂行を阻害する行為
に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を
求めています。
当組合の経営管理委員および理事の組合経営に関する
気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれ
ば、電話または封書にて下記宛に連絡くださいますよう
お願いいたします。� えちご上越農業協同組合　監事会

連絡先：住　　所　〒943-0817　上越市藤巻5番30号
　　　 電話番号　025-527-2010
　　　 部 署 名　監査部
　　　 受付監事　常勤監事　五味川　剛　宛
※ お電話の場合は、月曜日〜金曜日の8：30〜17：00にお願いいたします。
※ 当組合の業務に関する一般的な苦情については、各支店・出張所・施設にて
相談窓口を設置しておりますので、そちらへお申し出ください。

※ ご好意による情報提供であっても、匿名による情報提供や誹謗・中傷に類す
る内容のものは受付いたしかねますので、予めご了承ください。

組合員届出事項の確認についてのお知らせ
問各支店・出張所

各支店

JAでは、組合員の資格等を適正に管理するため、以下の
項目について確認させていただいております。変更など
がある場合は、JAへ届出いただく必要があります。

1氏名　2住所　3電話番号　4組合員資格（※）
※ JAは、組合員を中心とした組織であり、農業生産を行っている正組合員と、
農業生産を行っていない准組合員に区別されます。

JAでは、個人の方の農業生産の指標として、①10㌃以上
の農地を耕作すること、②1年のうち30日以上農業に従
事することとし、これらの指標を満たす地区内に住所ま
たは耕作地などを有する方を正組合員としています。そ
のため、諸般の事情により農業生産の指標を満たされな
くなった場合は、申し出により准組合員への資格変更が
必要となります。該当する場合は、最寄りの支店にご連
絡ください。

応募方法などの詳細は、ホームページで
ご確認ください。
＊ 応募は、各支店および本店への持ち込みに限りますので、
ご注意ください。

■表彰・賞品
　最優秀賞　1点
　（商品券30,000円相当）
　優 秀 賞　2点
　（商品券20,000円相当）
　入　　選　9点
　（商品券10,000円相当）

令和7年度最優秀賞「田んぼの原風景」

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

営農生産ガイド2026をご活用ください
問各資材店舗・グリーンセンター

カレンダーフォトコンテスト 作品募集
問組織広報課　TEL 025-527-2001

最後のフォトコンテストとなります。
季節感あふれる作品をお待ちしています！

募集締切
8月14日（金）必着

営農部 総務部

組合員の皆さまが通年で利用で
きる冊子として、各種営農情報
を盛り込んでいます。身近な農
業経営のガイドブックとしてご
活用ください。ガイドは7月上旬
までに配付予定です。各種予約
申込書にて令和9年産用農業資
材の予約をお願いします。
■予約申込書提出締切
　令和8年8月6日（木）

■作品テーマ
　JAえちご上越の「食」「農」「地域」

◎肥料特別価格対策
◎上越地域米「高品質・良食味」栽培のポイント
◎支店別水田土壌土づくりマップ
◎労災保険の特別加入について  など

主な掲載内容
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8月9日（日）
9：00〜14：00

TEL 
0120-971-959

セレモニーホールフローリア
（糸魚川市南押上1-14-8）

8月15日（土）
9：00〜14：00

TEL 
0120-972-060

※電話にて事前のご予約をお願いします。

購買取引明細書の郵送対応について
問組織広報課　TEL 025-527-2001

総務部

個人情報保護の取り組みをより強化するため、7月より
購買取引明細書はJA管内の全地域に郵送にてお届けす
ることといたしました。毎月上旬に郵送いたしますので、
ご了承くださいますようお願い申し上げます。

地域農業セミナーのご案内
問組織広報課　TEL 025-527-2001

総務部

管内の農家組合長をはじめ組合員の皆さまより、 
「食・農・協同組合」への理解を深めていただけるよう 
セミナーを行います。どなたでも聴講できますので、ぜ
ひご参加ください。
■日時　8月1日（土）9：30〜11：40
■会場　リージョンプラザ上越　コンサートホール
　　　　（上越市下門前446-2）
■内容　・JAえちご上越の取り組みについて
　　　　・講演　
　　　　 テーマ 「喜びと感動のある農業　地産地消で

町を元気に活性化！」（仮）
　　　　 講師　農業ジャーナリスト・フリーアナウンサー　
　　　　 　　　小谷　あゆみ　氏

組合員からの情報提供窓口設置について監査部

当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農業
協同組合法第35条の5および農業協同組合法施行規則
第81条、ならびに監事会規則第15条にもとづき、経営管
理委員および理事の職務の適正な遂行を阻害する行為
に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提供を
求めています。
当組合の経営管理委員および理事の組合経営に関する
気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれ
ば、電話または封書にて下記宛に連絡くださいますよう
お願いいたします。� えちご上越農業協同組合　監事会

連絡先：住　　所　〒943-0817　上越市藤巻5番30号
　　　 電話番号　025-527-2010
　　　 部 署 名　監査部
　　　 受付監事　常勤監事　五味川　剛　宛
※ お電話の場合は、月曜日〜金曜日の8：30〜17：00にお願いいたします。
※ 当組合の業務に関する一般的な苦情については、各支店・出張所・施設にて
相談窓口を設置しておりますので、そちらへお申し出ください。

※ ご好意による情報提供であっても、匿名による情報提供や誹謗・中傷に類す
る内容のものは受付いたしかねますので、予めご了承ください。

組合員届出事項の確認についてのお知らせ
問各支店・出張所

各支店

JAでは、組合員の資格等を適正に管理するため、以下の
項目について確認させていただいております。変更など
がある場合は、JAへ届出いただく必要があります。

1氏名　2住所　3電話番号　4組合員資格（※）
※ JAは、組合員を中心とした組織であり、農業生産を行っている正組合員と、
農業生産を行っていない准組合員に区別されます。

JAでは、個人の方の農業生産の指標として、①10㌃以上
の農地を耕作すること、②1年のうち30日以上農業に従
事することとし、これらの指標を満たす地区内に住所ま
たは耕作地などを有する方を正組合員としています。そ
のため、諸般の事情により農業生産の指標を満たされな
くなった場合は、申し出により准組合員への資格変更が
必要となります。該当する場合は、最寄りの支店にご連
絡ください。

応募方法などの詳細は、ホームページで
ご確認ください。
＊ 応募は、各支店および本店への持ち込みに限りますので、
ご注意ください。

■表彰・賞品
　最優秀賞　1点
　（商品券30,000円相当）
　優 秀 賞　2点
　（商品券20,000円相当）
　入　　選　9点
　（商品券10,000円相当）

令和7年度最優秀賞「田んぼの原風景」

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

営農生産ガイド2026をご活用ください
問各資材店舗・グリーンセンター

カレンダーフォトコンテスト 作品募集
問組織広報課　TEL 025-527-2001

最後のフォトコンテストとなります。
季節感あふれる作品をお待ちしています！

募集締切
8月14日（金）必着

営農部 総務部

組合員の皆さまが通年で利用で
きる冊子として、各種営農情報
を盛り込んでいます。身近な農
業経営のガイドブックとしてご
活用ください。ガイドは7月上旬
までに配付予定です。各種予約
申込書にて令和9年産用農業資
材の予約をお願いします。
■予約申込書提出締切
　令和8年8月6日（木）

■作品テーマ
　JAえちご上越の「食」「農」「地域」

◎肥料特別価格対策
◎上越地域米「高品質・良食味」栽培のポイント
◎支店別水田土壌土づくりマップ
◎労災保険の特別加入について  など

主な掲載内容
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46,947人

16,471人
正組合員数

30,476人
准組合員数

組合員数 役員会だより
（令和8年5月末現在）

（主な協議事項）

第3回理事会（5月25日開催）
・不良債権の処理方針について
・役員賠償責任保険契約の締結について
・令和8年度の会計監査人の選任に伴う報酬等の決定について
・早期警戒制度にかかる収支シミュレーション等について
・諸規程の変更について
・子会社の役員選任について
・令和8年度営農関連手数料（直売所手数料）変更について

第3回経営管理委員会（5月27日開催）
・会長の選任について
・�定款第32条第5項に定める職務代理順位、定款第55条第2項
に定める経営管理委員会招集順位、経営管理委員会規程第8
条第1項に定める経営管理委員会議長順位について
・委員会構成について
・理事・代表理事および理事長の選任について

・経営管理委員の報酬について
・役員賠償責任保険契約の締結について
・退任経営管理委員に対する退職慰労金の支給について
・子会社の役員選任について

第4回理事会（5月27日開催）
・専務理事・常務理事の選任について
・�定款第34条第5項に定める職務代理順位、定款第61条第2項
に定める理事会招集順位、理事会規程第8条に定める理事会
議長順位について
・担当業務について
・理事の報酬について
・退任理事に対する退職慰労金の支給について
・子会社の役員選任について
・行政庁に提出する業務報告書について

参加者全員に
アスパラガス苗プレゼント！

Farmers’ Market Topics
直売所トピックス！

 SNSで情報発信中！

LINE Instagram Facebook

上越
あるるん村

Facebook Instagram

ひすい
食彩館

Facebook

浦川原
物産館

Instagram

妙高
山麓直売
センター
とまと

夏のスタミナ特集 7/18（土）-26（日） 夏野菜フェア 7/18（土）-20（月・祝）

地場産野菜や国産牛肉、国産うなぎなど、夏にぴった
りの食材が勢揃い！日替わりで各種イベントも開催
します。

夏野菜の試食販売や国産牛肉の販売、来店者プレゼント�
などを予定しています。

上越あるるん村

上越市大道福田639　TEL 025-525-1183　9：30〜18：00 糸魚川市東寺町1-6-64　TEL 025-553-0050　9：00〜17：00
夏期営業時間　8/8（土）〜8/15（土）9：00〜18：00

ひすい食彩館

アスパラガス新規導入説明会のお知らせ
問農業対策課　TEL�025-527-2050

営農部

■日　　時　7月21日（火）14：00〜
■集合場所　営農部事務所（上越市大道福田615-2）
　　　　　　※集合後、JA車両に乗り合わせで圃場へ移動します。
■内　　容　①作付け前に考えるべきこと
　　　　　　②アスパラガスの栽培方法
　　　　　　③つくって儲かる？�実際のお金の話
　　　　　　④JAのサポート体制について
■募集定員　20名　※定員に達し次第、受付を終了します。
■申込方法　上記問い合わせ先までお電話にてお申し込みください。

〒943-0817�新潟県上越市藤巻5番30号　TEL（025）527-2001　FAX（025）527-2009
URL／https：//www.ja-echigojoetsu.or.jp

編集／JAえちご上越　総務部組織広報課広報 えちご上越 Vol.29 2026年7月1日発行

Facebookホームページ


